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な
ど
様
々
な
病
気
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

日
本
で
も
熱
中
症
の
死
者
は
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。環
境
省
な

ど
に
よ
る
と
、1
9
9
0
年
代
後

半
に
は
多
く
て
も
6
0
0
人
以
下

で
し
た
が
、2
0
2
2
年
ま
で
の

5
年
間
の
平
均
は
1
2
9
5
人
。

年
間
1
0
0
0
人
を
上
回
っ
て
い

ま
す
。

　

気
候
変
動
に
よ
る
健
康
へ
の
悪

影
響
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。温

暖
化
で
熱
中
症
が
増
え
て
い
る
ほ

か
、生
態
系
が
変
化
し
て
感
染
症

な
ど
の
増
加
を
招
い
て
い
ま
す
。

　

世
界
各
国
の
医
学
誌
2
2
0
誌

以
上
が
2
0
2
1
年
10
月
に
発
表

し
た
共
同
論
説
に
よ
る
と
、65
歳

以
上
の
人
の
暑
熱
に
関
連
す
る

死
亡
率
は
、
過
去
20
年
間
で
1
・

5
倍
以
上
増
え
ま
し
た
。脱
水
症

状
や
腎
機
能
低
下
、
皮
膚
が
ん

の
ほ
か
、
感
染
症
、
精
神
疾
患
、

心
臓
や
肺
の
病
気
、ア
レ
ル
ギ
ー

　

熱
中
症
の
救
急
搬
送
者
数
も
増

加
傾
向
に
あ
り
、2
0
2
2
年
5

月
か
ら
9
月
の
全
国
の
熱
中
症
救

急
搬
送
人
員
は
7
万
1
0
2
9
人

で
し
た
。

　

温
暖
化
の
進
行
に
よ
っ
て
今

後
、真
夏
日
の
日
数
な
ど
が
増
加

す
る
と
と
も
に
、熱
中
症
を
発
症

す
る
人
の
数
も
増
え
る
と
み
ら
れ

て
い
ま
す
。特
に
北
海
道
、東
北
、

関
東
な
ど
で
発
生
率
が
増
加
す
る

と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

W
H
O
に
よ
る
と
、1
9
9
8
〜

2
0
1
7
年
に
世
界
中
で
熱
波
に

よ
っ
て
命
を
落
と
し
た
人
は
16
万

6
0
0
0
人
に
上
り
ま
す
。ま
た
、

欧
州
医
療
研
究
機
関
の
研
究
者
の

調
査
で
は
、2
0
2
2
年
夏
の
記

録
的
な
暑
さ
で
域
内
の
死
者
数
が

6
万
人
を
超
え
た
可
能
性
が
あ
る

と
い
い
ま
す
。

　

米
疾
病
対
策
セ
ン
タ
ー

（
C
D
C
）は
熱
中
症
に
つ
い
て
、

「
熱
中
症
は
温
暖
化
に
よ
る
異
常

な
高
温
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

る
健
康
被
害
の
中
で
最
も
深
刻
な

も
の
だ
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

と
く
に
子
ど
も
や
高
齢
者
、基
礎

疾
患
の
あ
る
人
、貧
困
層
が
大
き
な

自然環境

Ｅ
Ｃ
Ｏ
の
取
り
組
み

ト
ル
程
度
を
目
安
に
こ
ま
め
な

水
分
補
給
を
行
う
こ
と
も
大
切

で
す
。
特
に
、
最
高
気
温
が
35
度

以
上
の
猛
暑
日
や
、夜
の
最
低
気

温
が
25
度
以
上
の
熱
帯
夜
の
日
は

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

環
境
省
と
気
象
庁
は
、熱
中
症
の

危
険
性
が
高
く
な
る
と
予
測
し
た

場
合
、注
意
を
う
な
が
す「
熱
中
症
警

戒
ア
ラ
ー
ト
」を
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
2
3
年
4
月
に
法
律
が

見
直
さ
れ
、「
10
年
に
1
度
」
と

い
っ
た
レ
ベ
ル
の
高
温
で
、深
刻
な

健
康
被
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
時
、

警
戒
ア
ラ
ー
ト
の
一
段
上
の「
特
別

警
戒
ア
ラ
ー
ト
」が
発
表
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
る
と
見
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

環
境
省
の「
熱
中
症
環
境
保
健

マ
ニ
ュ
ア
ル
」は
、対
策
の
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
、家
で
の
冷
房
の
積
極

的
な
利
用
や
冷
房
を
備
え
た
施

設
へ
の
避
難
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
ク
ー
ル
ビ
ズ
で
呼
び
か

け
て
い
る
28
℃
は
、エ
ア
コ
ン
の

設
定
温
度
で
は
な
く
室
温
で
す
の

で
、室
温
が
28
℃
に
な
る
よ
う
に

設
定
温
度
を
調
節
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、１
日
当
た
り
1
・
2
リ
ッ

　

温
暖
化
が
進
む
と
、「
動
物
由

来
感
染
症
」が
増
え
る
こ
と
も
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。動
物
由
来
感

染
症
と
は
、人
間
に
も
動
物
に
も

感
染
す
る
病
気
の
総
称
で
す
。

「
人
獣
共
通
感
染
症
」「
人
畜
共
通

感
染
症
」「
ズ
ー
ノ
シ
ス
」な
ど
と

も
呼
ば
れ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、動

物
由
来
感
染
症
の
一
種
で
す
。ま

た
、ア
フ
リ
カ
を
中
心
に
流
行
し

多
く
の
死
者
を
出
し
た
エ
ボ
ラ
出

血
熱
、重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群

（
S
A
R
S
）
や
中
東
呼
吸
器
症

候
群
（
M
E
R
S
）
も
動
物
由
来

感
染
症
。
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、

後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群

（
A
I
D
S
）
、
牛
海
綿
状
脳
症

（
B
S
E
）な
ど
も
そ
う
で
す
。

　

世
界
保
健
機
関
（
W
H
O
）
が

把
握
し
て
い
る
だ
け
で
も
２
０
０

種
類
超
。人
間
の
感
染
症
の
70
％

は
動
物
由
来
だ
と
の
試
算
も
あ

り
ま
す
。
W
H
O
の
推
計
で
は
、

毎
年
約
10
億
人
が
人
獣
共
通
感
染

症
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
い
、

う
ち
数
百
万
人
が
死
亡
し
て
い

ま
す
。

　

背
景
に
は
、
森
林
伐
採
や
野

生
生
物
の
狩
猟
に
加
え
て
、
温

暖
化
に
よ
る
生
態
系
の
変
化
が

あ
り
ま
す
。
国
連
環
境
計
画

（
U
N
E
P
）
は
、
大
規
模
な
感

染
症
の
流
行
が
今
後
も
繰
り
返

さ
れ
る
と
警
告
す
る
と
と
も

に
、
人
と
野
生
動
物
、
生
態
系
の

健
康
に
一
体
的
に
取
り
組
む

「
ワ
ン
ヘ
ル
ス
」
の
必
要
性
を
訴

え
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、マ
ダ
ニ
が
媒
介
す
る

重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群

（
S
F
T
S
）
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。2
0
2
2
年
に
日
本
国
内
で

1
1
6
人
が
感
染
し
、12
人
が
死
亡

し
ま
し
た
。

　

S
F
T
S
は
2
0
1
1
年
に

中
国
で
初
め
て
特
定
さ
れ
、日
本

で
は
2
0
1
3
年
に
山
口
県
で

確
認
さ
れ
ま
し
た
。被
害
地
域
は

当
初
、西
日
本
が
大
半
で
し
た
が
、

東
日
本
へ
と
広
が
り
ま
し
た
。シ

カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
野
生
動
物

に
寄
生
し
、
こ
れ
ら
の
移
動
に

伴
っ
て
、エ
リ
ア
が
拡
大
し
て
い

る
よ
う
で
す
。

温
暖
化
で
気
温
が
高
く
な
る
と
、

オ
ゾ
ン
や
粒
子
状
の
大
気
汚
染
物

質
に
よ
る
循
環
器
や
呼
吸
器
へ
の

悪
影
響
が
大
き
く
な
る
と
の
研
究

成
果
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
大
気
汚
染
の
影
響
で

命
を
落
と
す
人
が
増
え
る
こ
と
が

心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。特
に
汚
染

が
深
刻
な
中
国
や
イ
ン
ド
な
ど

ア
ジ
ア
地
域
で
の
影
響
が
大
き
い

と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
、気
候
変
動
と
健
康
へ
の

対
策
を
同
時
に
進
め
る「
コ
ベ
ネ

フ
ィ
ッ
ト（
相
乗
便
益
）」が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
や
政
府
、

企
業
が
温
暖
化
な
ど
の
対
策
に

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

住
環
境
や
食
生
活
を
改
善
し
、

健
康
に
も
大
き
な
プ
ラ
ス
が
あ
る

と
い
う
観
点
で
す
。

　

人
類
と
地
球
の
健
康
は
密
接
に

関
係
し
て
い
る
た
め
、一
体
的
に

と
ら
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

様
々
な
個
別
の
問
題
を
解
決
し
な

が
ら
、地
球
の
シ
ス
テ
ム
全
体
を

広
が
り
、
互
い
の
接
触
が
増
え
、

種
の
壁
を
越
え
た
新
た
な
ウ
イ

ル
ス
感
染
が
増
え
る
リ
ス
ク
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

動
物
由
来
感
染
症
の
対
策
と

し
て
は
、動
物
と
の
接
触
の
後
に

必
ず
手
洗
い
を
行
う
こ
と
、排
泄

物
な
ど
は
速
や
か
に
処
理
し
、動

物
の
飼
育
環
境
を
清
潔
に
保
つ

こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
感
染

が
疑
わ
れ
る
肉
（
特
に
豚
肉
）
は

加
熱
調
理
を
行
う
こ
と
が
有
効

だ
と
い
い
ま
す
。

　

気
候
変
動
と
健
康
の
関
係
で

は
、大
気
汚
染
も
大
事
な
テ
ー
マ

で
す
。

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
原
因
と

な
る
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
は
、

自
動
車
の
排
ガ
ス
な
ど
に
含
ま
れ

る
窒
素
酸
化
物
が
太
陽
光
中
の

紫
外
線
に
よ
っ
て
生
成
さ
ま
す
。

健
全
に
保
つ
こ
と
が
、人
間
の
健

康
維
持
に
直
結
し
ま
す
。こ
う
し

た
考
え
方
は
「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
・

ヘ
ル
ス
（
地
球
規
模
の
健
康
）
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

地
球
環
境
悪
化
の
原
因
は
、

ほ
か
な
ら
ぬ
私
た
ち
人
間
で
す
。

人
間
は
、自
分
た
ち
が
よ
り
快
適
に

暮
ら
せ
る
よ
う
に
、絶
え
ず
環
境

を
変
化
さ
せ
て
き
ま
し
た
。周
囲

の
環
境
に
適
応
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
生
存
す
る
他
の
生
物
と
は
違

い
、自
分
の
望
む
方
向
に
環
境
を

開
発
し
、
変
化
さ
せ
、
消
費
し
て

き
た
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
地
球

で
は
、
水
、
空
気
、
土
壌
の
汚
染
、

生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ
、地

球
温
暖
化
と
い
っ
た
現
象
が
起
こ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。人
間
が

変
わ
ら
な
け
れ
ば
、環
境
問
題
は

一
向
に
改
善
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

気
候
変
動
対
策
と
し
て
、個
人

が
で
き
る
取
り
組
み
は
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。
例
え
ば
「
グ
リ
ー

ン
カ
ー
テ
ン
」（
緑
の
カ
ー
テ
ン
）

の
採
用
で
す
。グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ

ン
と
は
、植
物
で
つ
く
る
家
や
建

物
の
日
よ
け
で
す
。窓
の
外
や
壁

面
に
張
っ
た
ネ
ッ
ト
な
ど
に
植
物

を
這
わ
せ
て
、カ
ー
テ
ン
の
よ
う

に
覆
う
と
い
う
も
の
。日
射
の
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
約
80
%
カ
ッ
ト
し

て
く
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

小
さ
な
積
み
重
ね
が
、プ
ラ
ネ
タ

リ
ー
・
ヘ
ル
ス
の
向
上
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
イ
ノ
シ
シ
は

足
が
短
い
た
め
、雪
深
い
場
所
に

は
立
ち
入
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

近
年
は
温
暖
化
で
積
雪
量
が
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。シ
カ
も
暖
冬

で
寒
さ
を
し
の
ぎ
や
す
く
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。
専
門
家
は
、
気

候
変
動
が
マ
ダ
ニ
の
移
動
を
助
長

し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、世
界
的
に
温
暖
化

で
感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る
感
染
症

と
し
て
、マ
ラ
リ
ア
や
デ
ン
グ
熱

な
ど
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。ウ
イ

ル
ス
を
媒
介
す
る
蚊
の
生
息
域
が
、

温
暖
化
に
よ
っ
て
拡
大
す
る
た
め

で
す
。

　

デ
ン
グ
熱
や
ジ
カ
熱
の
原
因

ウ
イ
ル
ス
を
運
ぶ
ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ

カ
は
、日
本
で
も
生
息
域
が
北
上

し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
今
後
、

人
の
血
を
吸
い
始
め
る
時
期
が

早
ま
り
、
活
動
期
間
も
長
期
化

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、温
暖
化
が
進
む

と
様
々
な
哺
乳
類
の
生
息
域
が

気
候
変
動
と

私
た
ち
の
健
康

気
候
変
動
に
よ
る

健
康
へ
の
悪
影
響
の
例

・
熱
中
症

・
感
染
症

・
脱
水
症
状
や
腎
機
能
の
低
下

・
妊
娠
時
の
合
併
症

・
ア
レ
ル
ギ
ー

・
循
環
器
疾
患
な
ど
の
患
者

・
皮
膚
の
病
気

（
妊
娠
中
に
高
温
に
さ
ら
さ

れ
る
と
、出
生
時
の
体
重
が

少
な
く
合
併
症
の
リ
ス
ク

の
大
き
い
「
低
出
生
体
重

児
」が
多
く
な
る
と
す
る
研

究
報
告
が
出
て
い
ま
す
）

熱
中
症
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な
ど
様
々
な
病
気
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

日
本
で
も
熱
中
症
の
死
者
は
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。環
境
省
な

ど
に
よ
る
と
、1
9
9
0
年
代
後

半
に
は
多
く
て
も
6
0
0
人
以
下

で
し
た
が
、2
0
2
2
年
ま
で
の

5
年
間
の
平
均
は
1
2
9
5
人
。

年
間
1
0
0
0
人
を
上
回
っ
て
い

ま
す
。

　

気
候
変
動
に
よ
る
健
康
へ
の
悪

影
響
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。温

暖
化
で
熱
中
症
が
増
え
て
い
る
ほ

か
、生
態
系
が
変
化
し
て
感
染
症

な
ど
の
増
加
を
招
い
て
い
ま
す
。

　

世
界
各
国
の
医
学
誌
2
2
0
誌

以
上
が
2
0
2
1
年
10
月
に
発
表

し
た
共
同
論
説
に
よ
る
と
、65
歳

以
上
の
人
の
暑
熱
に
関
連
す
る

死
亡
率
は
、
過
去
20
年
間
で
1
・

5
倍
以
上
増
え
ま
し
た
。脱
水
症

状
や
腎
機
能
低
下
、
皮
膚
が
ん

の
ほ
か
、
感
染
症
、
精
神
疾
患
、

心
臓
や
肺
の
病
気
、ア
レ
ル
ギ
ー

　

熱
中
症
の
救
急
搬
送
者
数
も
増

加
傾
向
に
あ
り
、2
0
2
2
年
5

月
か
ら
9
月
の
全
国
の
熱
中
症
救

急
搬
送
人
員
は
7
万
1
0
2
9
人

で
し
た
。

　

温
暖
化
の
進
行
に
よ
っ
て
今

後
、真
夏
日
の
日
数
な
ど
が
増
加

す
る
と
と
も
に
、熱
中
症
を
発
症

す
る
人
の
数
も
増
え
る
と
み
ら
れ

て
い
ま
す
。特
に
北
海
道
、東
北
、

関
東
な
ど
で
発
生
率
が
増
加
す
る

と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

W
H
O
に
よ
る
と
、1
9
9
8
〜

2
0
1
7
年
に
世
界
中
で
熱
波
に

よ
っ
て
命
を
落
と
し
た
人
は
16
万

6
0
0
0
人
に
上
り
ま
す
。ま
た
、

欧
州
医
療
研
究
機
関
の
研
究
者
の

調
査
で
は
、2
0
2
2
年
夏
の
記

録
的
な
暑
さ
で
域
内
の
死
者
数
が

6
万
人
を
超
え
た
可
能
性
が
あ
る

と
い
い
ま
す
。

　

米
疾
病
対
策
セ
ン
タ
ー

（
C
D
C
）は
熱
中
症
に
つ
い
て
、

「
熱
中
症
は
温
暖
化
に
よ
る
異
常

な
高
温
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

る
健
康
被
害
の
中
で
最
も
深
刻
な

も
の
だ
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

と
く
に
子
ど
も
や
高
齢
者
、基
礎

疾
患
の
あ
る
人
、貧
困
層
が
大
き
な

ト
ル
程
度
を
目
安
に
こ
ま
め
な

水
分
補
給
を
行
う
こ
と
も
大
切

で
す
。
特
に
、
最
高
気
温
が
35
度

以
上
の
猛
暑
日
や
、夜
の
最
低
気

温
が
25
度
以
上
の
熱
帯
夜
の
日
は

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

環
境
省
と
気
象
庁
は
、熱
中
症
の

危
険
性
が
高
く
な
る
と
予
測
し
た

場
合
、注
意
を
う
な
が
す「
熱
中
症
警

戒
ア
ラ
ー
ト
」を
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
2
3
年
4
月
に
法
律
が

見
直
さ
れ
、「
10
年
に
1
度
」
と

い
っ
た
レ
ベ
ル
の
高
温
で
、深
刻
な

健
康
被
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
時
、

警
戒
ア
ラ
ー
ト
の
一
段
上
の「
特
別

警
戒
ア
ラ
ー
ト
」が
発
表
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
る
と
見
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

環
境
省
の「
熱
中
症
環
境
保
健

マ
ニ
ュ
ア
ル
」は
、対
策
の
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
、家
で
の
冷
房
の
積
極

的
な
利
用
や
冷
房
を
備
え
た
施

設
へ
の
避
難
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
ク
ー
ル
ビ
ズ
で
呼
び
か

け
て
い
る
28
℃
は
、エ
ア
コ
ン
の

設
定
温
度
で
は
な
く
室
温
で
す
の

で
、室
温
が
28
℃
に
な
る
よ
う
に

設
定
温
度
を
調
節
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、１
日
当
た
り
1
・
2
リ
ッ

　

温
暖
化
が
進
む
と
、「
動
物
由

来
感
染
症
」が
増
え
る
こ
と
も
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。動
物
由
来
感

染
症
と
は
、人
間
に
も
動
物
に
も

感
染
す
る
病
気
の
総
称
で
す
。

「
人
獣
共
通
感
染
症
」「
人
畜
共
通

感
染
症
」「
ズ
ー
ノ
シ
ス
」な
ど
と

も
呼
ば
れ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、動

物
由
来
感
染
症
の
一
種
で
す
。ま

た
、ア
フ
リ
カ
を
中
心
に
流
行
し

多
く
の
死
者
を
出
し
た
エ
ボ
ラ
出

血
熱
、重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群

（
S
A
R
S
）
や
中
東
呼
吸
器
症

候
群
（
M
E
R
S
）
も
動
物
由
来

感
染
症
。
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、

後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群

（
A
I
D
S
）
、
牛
海
綿
状
脳
症

（
B
S
E
）な
ど
も
そ
う
で
す
。

　

世
界
保
健
機
関
（
W
H
O
）
が

把
握
し
て
い
る
だ
け
で
も
２
０
０

種
類
超
。人
間
の
感
染
症
の
70
％

は
動
物
由
来
だ
と
の
試
算
も
あ

り
ま
す
。
W
H
O
の
推
計
で
は
、

毎
年
約
10
億
人
が
人
獣
共
通
感
染

症
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
い
、

う
ち
数
百
万
人
が
死
亡
し
て
い

ま
す
。

　

背
景
に
は
、
森
林
伐
採
や
野

生
生
物
の
狩
猟
に
加
え
て
、
温

暖
化
に
よ
る
生
態
系
の
変
化
が

あ
り
ま
す
。
国
連
環
境
計
画

（
U
N
E
P
）
は
、
大
規
模
な
感

染
症
の
流
行
が
今
後
も
繰
り
返

さ
れ
る
と
警
告
す
る
と
と
も

に
、
人
と
野
生
動
物
、
生
態
系
の

健
康
に
一
体
的
に
取
り
組
む

「
ワ
ン
ヘ
ル
ス
」
の
必
要
性
を
訴

え
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、マ
ダ
ニ
が
媒
介
す
る

重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群

（
S
F
T
S
）
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。2
0
2
2
年
に
日
本
国
内
で

1
1
6
人
が
感
染
し
、12
人
が
死
亡

し
ま
し
た
。

　

S
F
T
S
は
2
0
1
1
年
に

中
国
で
初
め
て
特
定
さ
れ
、日
本

で
は
2
0
1
3
年
に
山
口
県
で

確
認
さ
れ
ま
し
た
。被
害
地
域
は

当
初
、西
日
本
が
大
半
で
し
た
が
、

東
日
本
へ
と
広
が
り
ま
し
た
。シ

カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
野
生
動
物

に
寄
生
し
、
こ
れ
ら
の
移
動
に

伴
っ
て
、エ
リ
ア
が
拡
大
し
て
い

る
よ
う
で
す
。

温
暖
化
で
気
温
が
高
く
な
る
と
、

オ
ゾ
ン
や
粒
子
状
の
大
気
汚
染
物

質
に
よ
る
循
環
器
や
呼
吸
器
へ
の

悪
影
響
が
大
き
く
な
る
と
の
研
究

成
果
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
大
気
汚
染
の
影
響
で

命
を
落
と
す
人
が
増
え
る
こ
と
が

心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。特
に
汚
染

が
深
刻
な
中
国
や
イ
ン
ド
な
ど

ア
ジ
ア
地
域
で
の
影
響
が
大
き
い

と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
、気
候
変
動
と
健
康
へ
の

対
策
を
同
時
に
進
め
る「
コ
ベ
ネ

フ
ィ
ッ
ト（
相
乗
便
益
）」が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
や
政
府
、

企
業
が
温
暖
化
な
ど
の
対
策
に

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

住
環
境
や
食
生
活
を
改
善
し
、

健
康
に
も
大
き
な
プ
ラ
ス
が
あ
る

と
い
う
観
点
で
す
。

　

人
類
と
地
球
の
健
康
は
密
接
に

関
係
し
て
い
る
た
め
、一
体
的
に

と
ら
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

様
々
な
個
別
の
問
題
を
解
決
し
な

が
ら
、地
球
の
シ
ス
テ
ム
全
体
を

広
が
り
、
互
い
の
接
触
が
増
え
、

種
の
壁
を
越
え
た
新
た
な
ウ
イ

ル
ス
感
染
が
増
え
る
リ
ス
ク
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

動
物
由
来
感
染
症
の
対
策
と

し
て
は
、動
物
と
の
接
触
の
後
に

必
ず
手
洗
い
を
行
う
こ
と
、排
泄

物
な
ど
は
速
や
か
に
処
理
し
、動

物
の
飼
育
環
境
を
清
潔
に
保
つ

こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
感
染

が
疑
わ
れ
る
肉
（
特
に
豚
肉
）
は

加
熱
調
理
を
行
う
こ
と
が
有
効

だ
と
い
い
ま
す
。

　

気
候
変
動
と
健
康
の
関
係
で

は
、大
気
汚
染
も
大
事
な
テ
ー
マ

で
す
。

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
原
因
と

な
る
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
は
、

自
動
車
の
排
ガ
ス
な
ど
に
含
ま
れ

る
窒
素
酸
化
物
が
太
陽
光
中
の

紫
外
線
に
よ
っ
て
生
成
さ
ま
す
。

健
全
に
保
つ
こ
と
が
、人
間
の
健

康
維
持
に
直
結
し
ま
す
。こ
う
し

た
考
え
方
は
「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
・

ヘ
ル
ス
（
地
球
規
模
の
健
康
）
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

地
球
環
境
悪
化
の
原
因
は
、

ほ
か
な
ら
ぬ
私
た
ち
人
間
で
す
。

人
間
は
、自
分
た
ち
が
よ
り
快
適
に

暮
ら
せ
る
よ
う
に
、絶
え
ず
環
境

を
変
化
さ
せ
て
き
ま
し
た
。周
囲

の
環
境
に
適
応
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
生
存
す
る
他
の
生
物
と
は
違

い
、自
分
の
望
む
方
向
に
環
境
を

開
発
し
、
変
化
さ
せ
、
消
費
し
て

き
た
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
地
球

で
は
、
水
、
空
気
、
土
壌
の
汚
染
、

生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ
、地

球
温
暖
化
と
い
っ
た
現
象
が
起
こ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。人
間
が

変
わ
ら
な
け
れ
ば
、環
境
問
題
は

一
向
に
改
善
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

気
候
変
動
対
策
と
し
て
、個
人

が
で
き
る
取
り
組
み
は
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。
例
え
ば
「
グ
リ
ー

ン
カ
ー
テ
ン
」（
緑
の
カ
ー
テ
ン
）

の
採
用
で
す
。グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ

ン
と
は
、植
物
で
つ
く
る
家
や
建

物
の
日
よ
け
で
す
。窓
の
外
や
壁

面
に
張
っ
た
ネ
ッ
ト
な
ど
に
植
物

を
這
わ
せ
て
、カ
ー
テ
ン
の
よ
う

に
覆
う
と
い
う
も
の
。日
射
の
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
約
80
%
カ
ッ
ト
し

て
く
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

小
さ
な
積
み
重
ね
が
、プ
ラ
ネ
タ

リ
ー
・
ヘ
ル
ス
の
向
上
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
イ
ノ
シ
シ
は

足
が
短
い
た
め
、雪
深
い
場
所
に

は
立
ち
入
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

近
年
は
温
暖
化
で
積
雪
量
が
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。シ
カ
も
暖
冬

で
寒
さ
を
し
の
ぎ
や
す
く
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。
専
門
家
は
、
気

候
変
動
が
マ
ダ
ニ
の
移
動
を
助
長

し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、世
界
的
に
温
暖
化

で
感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る
感
染
症

と
し
て
、マ
ラ
リ
ア
や
デ
ン
グ
熱

な
ど
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。ウ
イ

ル
ス
を
媒
介
す
る
蚊
の
生
息
域
が
、

温
暖
化
に
よ
っ
て
拡
大
す
る
た
め

で
す
。

　

デ
ン
グ
熱
や
ジ
カ
熱
の
原
因

ウ
イ
ル
ス
を
運
ぶ
ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ

カ
は
、日
本
で
も
生
息
域
が
北
上

し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
今
後
、

人
の
血
を
吸
い
始
め
る
時
期
が

早
ま
り
、
活
動
期
間
も
長
期
化

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、温
暖
化
が
進
む

と
様
々
な
哺
乳
類
の
生
息
域
が
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な
ど
様
々
な
病
気
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

日
本
で
も
熱
中
症
の
死
者
は
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。環
境
省
な

ど
に
よ
る
と
、1
9
9
0
年
代
後

半
に
は
多
く
て
も
6
0
0
人
以
下

で
し
た
が
、2
0
2
2
年
ま
で
の

5
年
間
の
平
均
は
1
2
9
5
人
。

年
間
1
0
0
0
人
を
上
回
っ
て
い

ま
す
。

　

気
候
変
動
に
よ
る
健
康
へ
の
悪

影
響
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。温

暖
化
で
熱
中
症
が
増
え
て
い
る
ほ

か
、生
態
系
が
変
化
し
て
感
染
症

な
ど
の
増
加
を
招
い
て
い
ま
す
。

　

世
界
各
国
の
医
学
誌
2
2
0
誌

以
上
が
2
0
2
1
年
10
月
に
発
表

し
た
共
同
論
説
に
よ
る
と
、65
歳

以
上
の
人
の
暑
熱
に
関
連
す
る

死
亡
率
は
、
過
去
20
年
間
で
1
・

5
倍
以
上
増
え
ま
し
た
。脱
水
症

状
や
腎
機
能
低
下
、
皮
膚
が
ん

の
ほ
か
、
感
染
症
、
精
神
疾
患
、

心
臓
や
肺
の
病
気
、ア
レ
ル
ギ
ー

　

熱
中
症
の
救
急
搬
送
者
数
も
増

加
傾
向
に
あ
り
、2
0
2
2
年
5

月
か
ら
9
月
の
全
国
の
熱
中
症
救

急
搬
送
人
員
は
7
万
1
0
2
9
人

で
し
た
。

　

温
暖
化
の
進
行
に
よ
っ
て
今

後
、真
夏
日
の
日
数
な
ど
が
増
加

す
る
と
と
も
に
、熱
中
症
を
発
症

す
る
人
の
数
も
増
え
る
と
み
ら
れ

て
い
ま
す
。特
に
北
海
道
、東
北
、

関
東
な
ど
で
発
生
率
が
増
加
す
る

と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

W
H
O
に
よ
る
と
、1
9
9
8
〜

2
0
1
7
年
に
世
界
中
で
熱
波
に

よ
っ
て
命
を
落
と
し
た
人
は
16
万

6
0
0
0
人
に
上
り
ま
す
。ま
た
、

欧
州
医
療
研
究
機
関
の
研
究
者
の

調
査
で
は
、2
0
2
2
年
夏
の
記

録
的
な
暑
さ
で
域
内
の
死
者
数
が

6
万
人
を
超
え
た
可
能
性
が
あ
る

と
い
い
ま
す
。

　

米
疾
病
対
策
セ
ン
タ
ー

（
C
D
C
）は
熱
中
症
に
つ
い
て
、

「
熱
中
症
は
温
暖
化
に
よ
る
異
常

な
高
温
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

る
健
康
被
害
の
中
で
最
も
深
刻
な

も
の
だ
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

と
く
に
子
ど
も
や
高
齢
者
、基
礎

疾
患
の
あ
る
人
、貧
困
層
が
大
き
な

ト
ル
程
度
を
目
安
に
こ
ま
め
な

水
分
補
給
を
行
う
こ
と
も
大
切

で
す
。
特
に
、
最
高
気
温
が
35
度

以
上
の
猛
暑
日
や
、夜
の
最
低
気

温
が
25
度
以
上
の
熱
帯
夜
の
日
は

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

環
境
省
と
気
象
庁
は
、熱
中
症
の

危
険
性
が
高
く
な
る
と
予
測
し
た

場
合
、注
意
を
う
な
が
す「
熱
中
症
警

戒
ア
ラ
ー
ト
」を
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
2
3
年
4
月
に
法
律
が

見
直
さ
れ
、「
10
年
に
1
度
」
と

い
っ
た
レ
ベ
ル
の
高
温
で
、深
刻
な

健
康
被
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
時
、

警
戒
ア
ラ
ー
ト
の
一
段
上
の「
特
別

警
戒
ア
ラ
ー
ト
」が
発
表
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
る
と
見
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

環
境
省
の「
熱
中
症
環
境
保
健

マ
ニ
ュ
ア
ル
」は
、対
策
の
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
、家
で
の
冷
房
の
積
極

的
な
利
用
や
冷
房
を
備
え
た
施

設
へ
の
避
難
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
ク
ー
ル
ビ
ズ
で
呼
び
か

け
て
い
る
28
℃
は
、エ
ア
コ
ン
の

設
定
温
度
で
は
な
く
室
温
で
す
の

で
、室
温
が
28
℃
に
な
る
よ
う
に

設
定
温
度
を
調
節
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、１
日
当
た
り
1
・
2
リ
ッ

　

温
暖
化
が
進
む
と
、「
動
物
由

来
感
染
症
」が
増
え
る
こ
と
も
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。動
物
由
来
感

染
症
と
は
、人
間
に
も
動
物
に
も

感
染
す
る
病
気
の
総
称
で
す
。

「
人
獣
共
通
感
染
症
」「
人
畜
共
通

感
染
症
」「
ズ
ー
ノ
シ
ス
」な
ど
と

も
呼
ば
れ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、動

物
由
来
感
染
症
の
一
種
で
す
。ま

た
、ア
フ
リ
カ
を
中
心
に
流
行
し

多
く
の
死
者
を
出
し
た
エ
ボ
ラ
出

血
熱
、重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群

（
S
A
R
S
）
や
中
東
呼
吸
器
症

候
群
（
M
E
R
S
）
も
動
物
由
来

感
染
症
。
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、

後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群

（
A
I
D
S
）
、
牛
海
綿
状
脳
症

（
B
S
E
）な
ど
も
そ
う
で
す
。

　

世
界
保
健
機
関
（
W
H
O
）
が

把
握
し
て
い
る
だ
け
で
も
２
０
０

種
類
超
。人
間
の
感
染
症
の
70
％

は
動
物
由
来
だ
と
の
試
算
も
あ

り
ま
す
。
W
H
O
の
推
計
で
は
、

毎
年
約
10
億
人
が
人
獣
共
通
感
染

症
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
い
、

う
ち
数
百
万
人
が
死
亡
し
て
い

ま
す
。

　

背
景
に
は
、
森
林
伐
採
や
野

生
生
物
の
狩
猟
に
加
え
て
、
温

暖
化
に
よ
る
生
態
系
の
変
化
が

あ
り
ま
す
。
国
連
環
境
計
画

（
U
N
E
P
）
は
、
大
規
模
な
感

染
症
の
流
行
が
今
後
も
繰
り
返

さ
れ
る
と
警
告
す
る
と
と
も

に
、
人
と
野
生
動
物
、
生
態
系
の

健
康
に
一
体
的
に
取
り
組
む

「
ワ
ン
ヘ
ル
ス
」
の
必
要
性
を
訴

え
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、マ
ダ
ニ
が
媒
介
す
る

重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群

（
S
F
T
S
）
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。2
0
2
2
年
に
日
本
国
内
で

1
1
6
人
が
感
染
し
、12
人
が
死
亡

し
ま
し
た
。

　

S
F
T
S
は
2
0
1
1
年
に

中
国
で
初
め
て
特
定
さ
れ
、日
本

で
は
2
0
1
3
年
に
山
口
県
で

確
認
さ
れ
ま
し
た
。被
害
地
域
は

当
初
、西
日
本
が
大
半
で
し
た
が
、

東
日
本
へ
と
広
が
り
ま
し
た
。シ

カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
野
生
動
物

に
寄
生
し
、
こ
れ
ら
の
移
動
に

伴
っ
て
、エ
リ
ア
が
拡
大
し
て
い

る
よ
う
で
す
。

温
暖
化
で
気
温
が
高
く
な
る
と
、

オ
ゾ
ン
や
粒
子
状
の
大
気
汚
染
物

質
に
よ
る
循
環
器
や
呼
吸
器
へ
の

悪
影
響
が
大
き
く
な
る
と
の
研
究

成
果
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
大
気
汚
染
の
影
響
で

命
を
落
と
す
人
が
増
え
る
こ
と
が

心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。特
に
汚
染

が
深
刻
な
中
国
や
イ
ン
ド
な
ど

ア
ジ
ア
地
域
で
の
影
響
が
大
き
い

と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
、気
候
変
動
と
健
康
へ
の

対
策
を
同
時
に
進
め
る「
コ
ベ
ネ

フ
ィ
ッ
ト（
相
乗
便
益
）」が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
や
政
府
、

企
業
が
温
暖
化
な
ど
の
対
策
に

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

住
環
境
や
食
生
活
を
改
善
し
、

健
康
に
も
大
き
な
プ
ラ
ス
が
あ
る

と
い
う
観
点
で
す
。

　

人
類
と
地
球
の
健
康
は
密
接
に

関
係
し
て
い
る
た
め
、一
体
的
に

と
ら
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

様
々
な
個
別
の
問
題
を
解
決
し
な

が
ら
、地
球
の
シ
ス
テ
ム
全
体
を

広
が
り
、
互
い
の
接
触
が
増
え
、

種
の
壁
を
越
え
た
新
た
な
ウ
イ

ル
ス
感
染
が
増
え
る
リ
ス
ク
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

動
物
由
来
感
染
症
の
対
策
と

し
て
は
、動
物
と
の
接
触
の
後
に

必
ず
手
洗
い
を
行
う
こ
と
、排
泄

物
な
ど
は
速
や
か
に
処
理
し
、動

物
の
飼
育
環
境
を
清
潔
に
保
つ

こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
感
染

が
疑
わ
れ
る
肉
（
特
に
豚
肉
）
は

加
熱
調
理
を
行
う
こ
と
が
有
効

だ
と
い
い
ま
す
。

　

気
候
変
動
と
健
康
の
関
係
で

は
、大
気
汚
染
も
大
事
な
テ
ー
マ

で
す
。

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
原
因
と

な
る
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
は
、

自
動
車
の
排
ガ
ス
な
ど
に
含
ま
れ

る
窒
素
酸
化
物
が
太
陽
光
中
の

紫
外
線
に
よ
っ
て
生
成
さ
ま
す
。

健
全
に
保
つ
こ
と
が
、人
間
の
健

康
維
持
に
直
結
し
ま
す
。こ
う
し

た
考
え
方
は
「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
・

ヘ
ル
ス
（
地
球
規
模
の
健
康
）
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

地
球
環
境
悪
化
の
原
因
は
、

ほ
か
な
ら
ぬ
私
た
ち
人
間
で
す
。

人
間
は
、自
分
た
ち
が
よ
り
快
適
に

暮
ら
せ
る
よ
う
に
、絶
え
ず
環
境

を
変
化
さ
せ
て
き
ま
し
た
。周
囲

の
環
境
に
適
応
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
生
存
す
る
他
の
生
物
と
は
違

い
、自
分
の
望
む
方
向
に
環
境
を

開
発
し
、
変
化
さ
せ
、
消
費
し
て

き
た
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
地
球

で
は
、
水
、
空
気
、
土
壌
の
汚
染
、

生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ
、地

球
温
暖
化
と
い
っ
た
現
象
が
起
こ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。人
間
が

変
わ
ら
な
け
れ
ば
、環
境
問
題
は

一
向
に
改
善
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

気
候
変
動
対
策
と
し
て
、個
人

が
で
き
る
取
り
組
み
は
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。
例
え
ば
「
グ
リ
ー

ン
カ
ー
テ
ン
」（
緑
の
カ
ー
テ
ン
）

の
採
用
で
す
。グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ

ン
と
は
、植
物
で
つ
く
る
家
や
建

物
の
日
よ
け
で
す
。窓
の
外
や
壁

面
に
張
っ
た
ネ
ッ
ト
な
ど
に
植
物

を
這
わ
せ
て
、カ
ー
テ
ン
の
よ
う

に
覆
う
と
い
う
も
の
。日
射
の
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
約
80
%
カ
ッ
ト
し

て
く
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

小
さ
な
積
み
重
ね
が
、プ
ラ
ネ
タ

リ
ー
・
ヘ
ル
ス
の
向
上
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
イ
ノ
シ
シ
は

足
が
短
い
た
め
、雪
深
い
場
所
に

は
立
ち
入
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

近
年
は
温
暖
化
で
積
雪
量
が
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。シ
カ
も
暖
冬

で
寒
さ
を
し
の
ぎ
や
す
く
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。
専
門
家
は
、
気

候
変
動
が
マ
ダ
ニ
の
移
動
を
助
長

し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、世
界
的
に
温
暖
化

で
感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る
感
染
症

と
し
て
、マ
ラ
リ
ア
や
デ
ン
グ
熱

な
ど
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。ウ
イ

ル
ス
を
媒
介
す
る
蚊
の
生
息
域
が
、

温
暖
化
に
よ
っ
て
拡
大
す
る
た
め

で
す
。

　

デ
ン
グ
熱
や
ジ
カ
熱
の
原
因

ウ
イ
ル
ス
を
運
ぶ
ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ

カ
は
、日
本
で
も
生
息
域
が
北
上

し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
今
後
、

人
の
血
を
吸
い
始
め
る
時
期
が

早
ま
り
、
活
動
期
間
も
長
期
化

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、温
暖
化
が
進
む

と
様
々
な
哺
乳
類
の
生
息
域
が

ECOは
５つの分野の
地球市民活動を
展開しています
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な
ど
様
々
な
病
気
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

日
本
で
も
熱
中
症
の
死
者
は
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。環
境
省
な

ど
に
よ
る
と
、1
9
9
0
年
代
後

半
に
は
多
く
て
も
6
0
0
人
以
下

で
し
た
が
、2
0
2
2
年
ま
で
の

5
年
間
の
平
均
は
1
2
9
5
人
。

年
間
1
0
0
0
人
を
上
回
っ
て
い

ま
す
。

　

気
候
変
動
に
よ
る
健
康
へ
の
悪

影
響
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。温

暖
化
で
熱
中
症
が
増
え
て
い
る
ほ

か
、生
態
系
が
変
化
し
て
感
染
症

な
ど
の
増
加
を
招
い
て
い
ま
す
。

　

世
界
各
国
の
医
学
誌
2
2
0
誌

以
上
が
2
0
2
1
年
10
月
に
発
表

し
た
共
同
論
説
に
よ
る
と
、65
歳

以
上
の
人
の
暑
熱
に
関
連
す
る

死
亡
率
は
、
過
去
20
年
間
で
1
・

5
倍
以
上
増
え
ま
し
た
。脱
水
症

状
や
腎
機
能
低
下
、
皮
膚
が
ん

の
ほ
か
、
感
染
症
、
精
神
疾
患
、

心
臓
や
肺
の
病
気
、ア
レ
ル
ギ
ー

　

熱
中
症
の
救
急
搬
送
者
数
も
増

加
傾
向
に
あ
り
、2
0
2
2
年
5

月
か
ら
9
月
の
全
国
の
熱
中
症
救

急
搬
送
人
員
は
7
万
1
0
2
9
人

で
し
た
。

　

温
暖
化
の
進
行
に
よ
っ
て
今

後
、真
夏
日
の
日
数
な
ど
が
増
加

す
る
と
と
も
に
、熱
中
症
を
発
症

す
る
人
の
数
も
増
え
る
と
み
ら
れ

て
い
ま
す
。特
に
北
海
道
、東
北
、

関
東
な
ど
で
発
生
率
が
増
加
す
る

と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

W
H
O
に
よ
る
と
、1
9
9
8
〜

2
0
1
7
年
に
世
界
中
で
熱
波
に

よ
っ
て
命
を
落
と
し
た
人
は
16
万

6
0
0
0
人
に
上
り
ま
す
。ま
た
、

欧
州
医
療
研
究
機
関
の
研
究
者
の

調
査
で
は
、2
0
2
2
年
夏
の
記

録
的
な
暑
さ
で
域
内
の
死
者
数
が

6
万
人
を
超
え
た
可
能
性
が
あ
る

と
い
い
ま
す
。

　

米
疾
病
対
策
セ
ン
タ
ー

（
C
D
C
）は
熱
中
症
に
つ
い
て
、

「
熱
中
症
は
温
暖
化
に
よ
る
異
常

な
高
温
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

る
健
康
被
害
の
中
で
最
も
深
刻
な

も
の
だ
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

と
く
に
子
ど
も
や
高
齢
者
、基
礎

疾
患
の
あ
る
人
、貧
困
層
が
大
き
な

ト
ル
程
度
を
目
安
に
こ
ま
め
な

水
分
補
給
を
行
う
こ
と
も
大
切

で
す
。
特
に
、
最
高
気
温
が
35
度

以
上
の
猛
暑
日
や
、夜
の
最
低
気

温
が
25
度
以
上
の
熱
帯
夜
の
日
は

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

環
境
省
と
気
象
庁
は
、熱
中
症
の

危
険
性
が
高
く
な
る
と
予
測
し
た

場
合
、注
意
を
う
な
が
す「
熱
中
症
警

戒
ア
ラ
ー
ト
」を
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
2
3
年
4
月
に
法
律
が

見
直
さ
れ
、「
10
年
に
1
度
」
と

い
っ
た
レ
ベ
ル
の
高
温
で
、深
刻
な

健
康
被
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
時
、

警
戒
ア
ラ
ー
ト
の
一
段
上
の「
特
別

警
戒
ア
ラ
ー
ト
」が
発
表
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
る
と
見
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

環
境
省
の「
熱
中
症
環
境
保
健

マ
ニ
ュ
ア
ル
」は
、対
策
の
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
、家
で
の
冷
房
の
積
極

的
な
利
用
や
冷
房
を
備
え
た
施

設
へ
の
避
難
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
ク
ー
ル
ビ
ズ
で
呼
び
か

け
て
い
る
28
℃
は
、エ
ア
コ
ン
の

設
定
温
度
で
は
な
く
室
温
で
す
の

で
、室
温
が
28
℃
に
な
る
よ
う
に

設
定
温
度
を
調
節
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、１
日
当
た
り
1
・
2
リ
ッ

　

温
暖
化
が
進
む
と
、「
動
物
由

来
感
染
症
」が
増
え
る
こ
と
も
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。動
物
由
来
感

染
症
と
は
、人
間
に
も
動
物
に
も

感
染
す
る
病
気
の
総
称
で
す
。

「
人
獣
共
通
感
染
症
」「
人
畜
共
通

感
染
症
」「
ズ
ー
ノ
シ
ス
」な
ど
と

も
呼
ば
れ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、動

物
由
来
感
染
症
の
一
種
で
す
。ま

た
、ア
フ
リ
カ
を
中
心
に
流
行
し

多
く
の
死
者
を
出
し
た
エ
ボ
ラ
出

血
熱
、重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群

（
S
A
R
S
）
や
中
東
呼
吸
器
症

候
群
（
M
E
R
S
）
も
動
物
由
来

感
染
症
。
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、

後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群

（
A
I
D
S
）
、
牛
海
綿
状
脳
症

（
B
S
E
）な
ど
も
そ
う
で
す
。

　

世
界
保
健
機
関
（
W
H
O
）
が

把
握
し
て
い
る
だ
け
で
も
２
０
０

種
類
超
。人
間
の
感
染
症
の
70
％

は
動
物
由
来
だ
と
の
試
算
も
あ

り
ま
す
。
W
H
O
の
推
計
で
は
、

毎
年
約
10
億
人
が
人
獣
共
通
感
染

症
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
い
、

う
ち
数
百
万
人
が
死
亡
し
て
い

ま
す
。

　

背
景
に
は
、
森
林
伐
採
や
野

生
生
物
の
狩
猟
に
加
え
て
、
温

暖
化
に
よ
る
生
態
系
の
変
化
が

あ
り
ま
す
。
国
連
環
境
計
画

（
U
N
E
P
）
は
、
大
規
模
な
感

染
症
の
流
行
が
今
後
も
繰
り
返

さ
れ
る
と
警
告
す
る
と
と
も

に
、
人
と
野
生
動
物
、
生
態
系
の

健
康
に
一
体
的
に
取
り
組
む

「
ワ
ン
ヘ
ル
ス
」
の
必
要
性
を
訴

え
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、マ
ダ
ニ
が
媒
介
す
る

重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群

（
S
F
T
S
）
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。2
0
2
2
年
に
日
本
国
内
で

1
1
6
人
が
感
染
し
、12
人
が
死
亡

し
ま
し
た
。

　

S
F
T
S
は
2
0
1
1
年
に

中
国
で
初
め
て
特
定
さ
れ
、日
本

で
は
2
0
1
3
年
に
山
口
県
で

確
認
さ
れ
ま
し
た
。被
害
地
域
は

当
初
、西
日
本
が
大
半
で
し
た
が
、

東
日
本
へ
と
広
が
り
ま
し
た
。シ

カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
野
生
動
物

に
寄
生
し
、
こ
れ
ら
の
移
動
に

伴
っ
て
、エ
リ
ア
が
拡
大
し
て
い

る
よ
う
で
す
。

一般社団法人
Earth Citizens Organization

YouTubeライブ配信では地球の
ための5分間瞑想を行っていま
す！その他にも地球や皆さんの
健康に役立つ情報を発信中！

インスタグラムでも、コラム
記事を読むことができます

Youtubeライブ配信や
イベント情報など配信中

温
暖
化
で
気
温
が
高
く
な
る
と
、

オ
ゾ
ン
や
粒
子
状
の
大
気
汚
染
物

質
に
よ
る
循
環
器
や
呼
吸
器
へ
の

悪
影
響
が
大
き
く
な
る
と
の
研
究

成
果
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
大
気
汚
染
の
影
響
で

命
を
落
と
す
人
が
増
え
る
こ
と
が

心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。特
に
汚
染

が
深
刻
な
中
国
や
イ
ン
ド
な
ど

ア
ジ
ア
地
域
で
の
影
響
が
大
き
い

と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
、気
候
変
動
と
健
康
へ
の

対
策
を
同
時
に
進
め
る「
コ
ベ
ネ

フ
ィ
ッ
ト（
相
乗
便
益
）」が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
や
政
府
、

企
業
が
温
暖
化
な
ど
の
対
策
に

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

住
環
境
や
食
生
活
を
改
善
し
、

健
康
に
も
大
き
な
プ
ラ
ス
が
あ
る

と
い
う
観
点
で
す
。

　

人
類
と
地
球
の
健
康
は
密
接
に

関
係
し
て
い
る
た
め
、一
体
的
に

と
ら
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

様
々
な
個
別
の
問
題
を
解
決
し
な

が
ら
、地
球
の
シ
ス
テ
ム
全
体
を

広
が
り
、
互
い
の
接
触
が
増
え
、

種
の
壁
を
越
え
た
新
た
な
ウ
イ

ル
ス
感
染
が
増
え
る
リ
ス
ク
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

動
物
由
来
感
染
症
の
対
策
と

し
て
は
、動
物
と
の
接
触
の
後
に

必
ず
手
洗
い
を
行
う
こ
と
、排
泄

物
な
ど
は
速
や
か
に
処
理
し
、動

物
の
飼
育
環
境
を
清
潔
に
保
つ

こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
感
染

が
疑
わ
れ
る
肉
（
特
に
豚
肉
）
は

加
熱
調
理
を
行
う
こ
と
が
有
効

だ
と
い
い
ま
す
。

　

気
候
変
動
と
健
康
の
関
係
で

は
、大
気
汚
染
も
大
事
な
テ
ー
マ

で
す
。

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
原
因
と

な
る
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
は
、

自
動
車
の
排
ガ
ス
な
ど
に
含
ま
れ

る
窒
素
酸
化
物
が
太
陽
光
中
の

紫
外
線
に
よ
っ
て
生
成
さ
ま
す
。

健
全
に
保
つ
こ
と
が
、人
間
の
健

康
維
持
に
直
結
し
ま
す
。こ
う
し

た
考
え
方
は
「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
・

ヘ
ル
ス
（
地
球
規
模
の
健
康
）
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

地
球
環
境
悪
化
の
原
因
は
、

ほ
か
な
ら
ぬ
私
た
ち
人
間
で
す
。

人
間
は
、自
分
た
ち
が
よ
り
快
適
に

暮
ら
せ
る
よ
う
に
、絶
え
ず
環
境

を
変
化
さ
せ
て
き
ま
し
た
。周
囲

の
環
境
に
適
応
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
生
存
す
る
他
の
生
物
と
は
違

い
、自
分
の
望
む
方
向
に
環
境
を

開
発
し
、
変
化
さ
せ
、
消
費
し
て

き
た
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
地
球

で
は
、
水
、
空
気
、
土
壌
の
汚
染
、

生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ
、地

球
温
暖
化
と
い
っ
た
現
象
が
起
こ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。人
間
が

変
わ
ら
な
け
れ
ば
、環
境
問
題
は

一
向
に
改
善
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

気
候
変
動
対
策
と
し
て
、個
人

が
で
き
る
取
り
組
み
は
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。
例
え
ば
「
グ
リ
ー

ン
カ
ー
テ
ン
」（
緑
の
カ
ー
テ
ン
）

の
採
用
で
す
。グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ

ン
と
は
、植
物
で
つ
く
る
家
や
建

物
の
日
よ
け
で
す
。窓
の
外
や
壁

面
に
張
っ
た
ネ
ッ
ト
な
ど
に
植
物

を
這
わ
せ
て
、カ
ー
テ
ン
の
よ
う

に
覆
う
と
い
う
も
の
。日
射
の
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
約
80
%
カ
ッ
ト
し

て
く
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

小
さ
な
積
み
重
ね
が
、プ
ラ
ネ
タ

リ
ー
・
ヘ
ル
ス
の
向
上
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
イ
ノ
シ
シ
は

足
が
短
い
た
め
、雪
深
い
場
所
に

は
立
ち
入
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

近
年
は
温
暖
化
で
積
雪
量
が
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。シ
カ
も
暖
冬

で
寒
さ
を
し
の
ぎ
や
す
く
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。
専
門
家
は
、
気

候
変
動
が
マ
ダ
ニ
の
移
動
を
助
長

し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、世
界
的
に
温
暖
化

で
感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る
感
染
症

と
し
て
、マ
ラ
リ
ア
や
デ
ン
グ
熱

な
ど
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。ウ
イ

ル
ス
を
媒
介
す
る
蚊
の
生
息
域
が
、

温
暖
化
に
よ
っ
て
拡
大
す
る
た
め

で
す
。

　

デ
ン
グ
熱
や
ジ
カ
熱
の
原
因

ウ
イ
ル
ス
を
運
ぶ
ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ

カ
は
、日
本
で
も
生
息
域
が
北
上

し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
今
後
、

人
の
血
を
吸
い
始
め
る
時
期
が

早
ま
り
、
活
動
期
間
も
長
期
化

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、温
暖
化
が
進
む

と
様
々
な
哺
乳
類
の
生
息
域
が

動けば答えが見える

あなたには
心から願っていることがありますか？
その願いを叶えるには
ポジティブな脳が必要です。
体と脳を充電する時間をつくりましょう。

そして、なんでもいいので
とにかく動いてみましょう。
動けば答えが見えます。
動かなければ脳は働きません。
選択すれば成し遂げられます。

ポジティブな共生のエネルギーが
自分自身を救い、地球を救います。

一指 李承憲
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地球市民サポート店

募集中
ECOでは、地球市民活動に賛同してくださる

「地球市民サポート店」を募集しています。

ご自分のお店を、地球市民意識を地域に発信する場所にしませんか？

地球市民
サポート店
とは？

ECOのホームページから登録してください

年会費

１口を1,200円とし５口(6,000円)～

「ECOを応援したい」
「地球を想う心を分かち合いたい」

そんなすべての
企業・店舗・個人事業の皆様が
地球市民サポート店です。


